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精神科医神谷美恵子の病跡とSpirituality
山田　和夫*
Pathography and Spirituality of Psychiatrist Mieko Kamiya
YAMADA Kazuo
Although Dr. Mieko Kamiya was an excellent psychiatrist and poet, she could not adapt to school
life and felt the hardships of life in young age. Furthermore, she contracted tuberculosis, a disease of
death at the time, and recuperated alone at a villa in Karuizawa with feelings of despair．She fell into a
deep depressive state and spent days of distress．In closed extreme situations, Kamiya had the myste-
rious experience of having her whole body bathed in divine light. She thus had the consciousness of a
second life, because of her rebirth from the depths of despair. After this experience, Kamiya claimed to
have been born again and desired strongly to exist for extremely anguished people. Having awakened
her spirituality, she said that she had been made to speak by a devil in her mind (exactly the spiritual
dimension). She had come to express her deep emotion in poetry and she felt the mission to sacrifice
her life for extremely anguished Hansen’s disease patients. Psycho-therapy for Hansen’s disease
patients was indeed spiritual care. Spiritual care had idealist and unclear areas. Psychiatrist Mieko
Kamiya’s natural, inevitable and sympathized psycho-therapy was a valuable practice for thinking about
spiritual care. That practice was recorded in Mieko Kamiya’s writings.
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Ⅰ．はじめに
神谷美恵子は秀でた精神科医であり詩人であった。しかし、若い頃は学校生活になじめず、生き
辛さを感じていた。更に、21歳時、当時は死の病であった結核に罹患し、軽井沢の別荘で一人絶望
的な気持ちで療養した。そのために深いうつ状態になり苦しい苦悩の日々を送っていたが、追い詰
められた極限状況の中で、突然神々しい光を全身に浴び、大きな力に生かされているような喜悦の
体験をし、うつ状態も結核も完治するという奇跡的な神秘体験をする1）。死を意識するようなどん底
から再生し蘇ったため二度目の生という意識を持つようになり、その後、生まれ変わった（「二度生
まれる」）と言い、極限的に苦悩している人のために生きていきたいと強く願うようになる。この神
秘体験の後、Spiritualityが覚醒したように、強い感動を「心の中の鬼が云わせる（正に魂の次元と
思われる）」1）と言い、詩として表現するようになる。当時、最も絶望の淵に追いやられていた「ら
い病」患者のケアのために生涯を捧げることを使命と感じるようになる。その「らい病」患者に対
する精神療法は、正にスピリチュアルケアに通じる。スピリチュアルケアの方法論は観念的で明確
にできない部分がある。神谷美恵子の自然で必然的で、思いのこもった精神療法は、スピリチュア
ルケアの実際を考える貴重な実践となっている。しかも、その実践は神谷美恵子著作集として記録
されている。神谷美恵子の人生と病跡を跡付け、その貴重な実践と著作からSpiritualityとスピリチ
ュアルケアについて考えたい。
Ⅱ．Spirituality とは
20世紀末、WHO（国際保健機構）は健康の定義をそれまでの「身体的健康physical health、精神
的健康mental health、社会的健康social health」から、それだけでは十分な健康とは言えないと認識
され、spiritual healthを加えようとした。日本も含め30か国がワーキング・グループを形成し、spir-
itual healthの具体的内容が検討・討議された。しかし、最終案に対する米国の反対もあり、総会で
議決されるまでには至らず、保留のまま現在に至っている。しかし、生命におけるSpiritualityの存
在を医学的に認識しようとした事は、画期的な出来事であった1）2）。
宗教学者　島薗進はSpiritualityを以下のように広義に定義している。「スピリチュアリティ（霊性）
とは、個々人が聖なるものを経験したり、聖なるものとの関わりを生きたりすること、また人間の
そのような働きを指す。それはまた、個々人の生活においていのちの原動力と感じられたり、生き
る力の源泉と考えられたりするような経験や能力を指している。」3）神谷美恵子の前述の「光体験」
と大いなる力に支えられているという実感は、まさに島薗が指摘する「生きる力の源泉と考えたり
するような経験」であり、神谷の持つ稀有な「能力」である。
敏感で豊かな感性を有する精神科医中井久夫氏は、「病人が呼んでいる！」と言って精神科医にな
った神谷を「召命感というべきものをバネにしてとして医者になった人」4）と巧みに表現している。
これも神谷のスピリチュアルな能力、使命感、生きる方向性を指したものと思える。
Ⅱ．神谷美恵子の人生と病跡
神谷美恵子は1914年（大正3年）1月12日、内務官僚前田多門・房子の第2子として父親の赴任先岡
山で生まれた。兄の陽一とは3歳違い、2男3女の長女として育つ。当時、父前田多門は岡山県の視学
官をしていたが、翌大正4年内務省本省勤務となったため、一家して東京へ転居する5）。大正9年（6
歳）下落合小学校に入学する。父、東京市助役となる。この頃、両親が不和で「いつ母親がいなく
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なるか」「人の心とはむずかしいものだ」「自分の心もむずかしいものだとはっときづかされる」と
いうような不安な気持ちを感じる日々があったという5）6）。大正10年（7歳）大久保百人町に転居、
小学校も「村の小学校」から聖心女子学院2年に編入する。上流階級的な雰囲気と厳格な規律、更に
は1年遅れて始めた英語についていけず様々な劣等感に苦しんだという3）。大正12年（9歳）父が国際
労働機関（ILO）の日本政府代表となったため、一家でスイス・ジュネーブに転居する事になった。
美恵子にとってこれが大きな救いとなった。自由な気風で、学力より人間作りに力を入れていたジ
ャンジャック・ルソー教育研究所付属小学校に編入する。再び伸びやかな学校生活を送るようにな
るが、ある時自分が逆に「富裕層」として同級生から見られている事に気付き、かつての自分の立
場を顧みて「何とも申し訳ない」気持ちに苛まれたという。ジュネーブでは、両親の師で、当時国
際連盟事務次長であった新渡戸稲造と交わる機会が多くあったという。新渡戸稲造も美恵子の人生
に大きな精神的影響を与えた一人である6）7）。大正14年（11歳）国際連盟の創設に伴って、各国代表
の子弟のために作られたジュネーブ国際学校中学部に兄と共に入学する。スイス時代、会話や教育
は全てフランス語が中心でなされ、美恵子は日本語以上にフランス語をマスターし、物事も自然に
フランス語で考えるようになったという7）。大正15年（12歳）日本に帰国し、自由学園に編入学する
も、校風にも日本語にもなじめず「不登校」になってしまう。結局、翌年新設されて間もない成城
女学校高等部に転校する。この頃よりキリスト教無教会主義の伝道者で叔父の金沢常雄の聖書研究
会に参加するようになる8）。昭和7年（18歳）成城女学校を卒業し、兄の勧めで津田英学塾（現在の
津田塾大学）本科に入学する9）。昭和8年（19歳）叔父金沢常雄に連れられ、初めてらい療養所多磨
全生園を訪ねる。全生園内にある教会で叔父が説話する際のオルガン伴奏のためであった。初めて
らいの患者を見て大変な衝撃を受ける9）。当時「らい」は伝染性の不治の病とされ、また全身の神
経・皮膚を侵し顔面や全身の皮膚が醜く爛れ見るものを恐怖に陥れた。そのため大変忌み嫌われ、
発症すると「らい予防法」によって、一生涯療養所に隔離収容された。家族も世間に知られる事を
怖れ、戸籍からも末梢したりした。差別の温床となった「らい予防法」はつい最近まで存続し、患
者達は社会からの強い偏見と差別の中に置かれ続けてきた。飼い殺しの状態に置かれ、死ぬまで療
養所内に隔離され続けた。生きる目的、生きがいを奪われ、自殺者も多数出たという。神谷は「こ
んな病気があるものか。なぜ私達でなく、あなた方が。あなた方は身代わりになってくれたのだ。」
と心の中で叫んだ。「らいという病気について知らなかった者にとって、患者さんたちの姿は大きな
ショックであった。自分と同じ世に生を受けてこのような病におそわれなくてはならない人びとが
あるとは。これはどういうことなのか、どういうことなのか。弾いている賛美歌の音も、叔父が語
った聖書の話も、患者さんたちが述べた感話も、なにもかも心の耳には達しないほど深いところで、
私の存在がゆさぶられたようであった。」（「らいと私」）9）そしてこの人たちのためにどうしても看
護婦か医者になりたいと思うようになった。このことを両親に話したが、当然の事ながら両親は猛
反対した。
昭和10年（21歳）津田英学塾本科を卒業し、同大学部に入学する。この年肺結核を発病する。9）
当時肺結核は死の病だった。療養のため、軽井沢の別荘で一人暮らすようになる。孤独の中強いう
つ状態になり、数ヶ月寝たきりの状態になる。苦しい絶望の極地に置かれていた時、ある日自分の
斜め上から神々しい光を浴びるとういう神秘体験をする。心の底から激しい悦びが沸き起こり、何
かによって生かされていることを体感する1）。このような神秘体験はスピリチュアリティーの覚醒を
生じやすい。魂が強く揺り動かされるためと思う。彼女はこの後、詩人となり聖女となる。スピリ
チュアリティーの表現の一つが詩である。そのような詩人の詩は、人の魂に響き、感動させ、読む
人を動かす。うつ状態から回復し、今度はエネルギッシュに英語の勉強に取り組んだりする。英語
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高等教員検定試験に合格し、結核も一旦治癒してしまう。生まれ変わった感じで「二度生きる」と、
この時の感覚を表現している。この療養中、家族と親交のあったキリスト教教育者三谷隆正との文
通が始まり、のちには直接会って教えを受けるようになる10）。
昭和11年（22歳）春、結核が再発し、再び軽井沢で療養生活に入る。しかし、精神的には今度は
高揚状態にあったのか、「死ぬ前に人類が書いた偉大な書物をなるべく読んでおきたいという大それ
た願望から」、病床でギリシャ語を独習して新約聖書、プラトン、ホメーロスを読み、更に、マルク
ス・アウレリウスの『自省録』などの世界の名著を全て原語で読破していく。昭和12年（23歳）気
胸療法を受けて、結核は治癒する7）。津田梅子奨学金を受け、昭和13年（24歳）米国のプリンマー大
学に籍を置き、ギリシャ文学を専攻する。クエーカーの学寮に入寮し、生涯の友となる浦口真左と
出会う。この真左の助言で医学への道を決心をする10）。
昭和14年（25歳）5月、父親とニューヨークで開催されていた万国博覧会を見学に行く。その際、
「公衆衛生医学」館の展示に釘付けになる美恵子の姿を見て、父親は医師になりたい思いを悟り、医
学部の進学を許す。同年9月コロンビア大学医学部進学コースに転入学する11）。昭和15年（26歳）日
米関係悪化のため日本に帰国し、昭和16年（27歳）東京女子医学専門学校（現在の東京女子医科大）
に編入学する12）。昭和18年（29歳）5月、東京大学医学部精神科医局長の島崎敏樹と出会い、精神医
学への興味をかき立てられる。同年8月、かねてから希望していた国立療養所長島愛生園で12日間実
習を受ける13）。ずっと思い続けていたこともあり、その臨床実習は強い衝撃を受け、有名な「らい
の人」という詩になっている。
光うしないたるまなこうつろに
肢うしないたるからだになわれて
診療台の上にどさりとのせられた人よ
私はあなたの前にこうべをたれる
あなたはだまっている
かすかにほほえんでさえいる
ああ　しかし　その沈黙は　ほほえみは
長い戦いの後にかちとられたものだ
運命とすれすれに生きているあなたよ
のがれようとて放さぬその鉄の手に
朝も昼も夜もつかまえられて
十年、二十年、と生きてきたあなたよ
なぜ私たちでなくてあなたが？
あなたは代わって下さったのだ
代わって人としてあらゆるものを奪われ
地獄の責苦を悩みぬいてくださったのだ
ゆるして下さい　らいの人よ
浅く、軽く、生の海の面に浮かび　ただよい
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そこはかとなく　神だの霊魂だのと
きこえよいことばをあやつる私たちを
ことばもなくこうべたれれば
あなたはただだまっている
そしていたましくも歪められた面に
かすかなほほえみさえ浮かべている
園長の光田健輔の人柄にも強い感銘を受け、帰京する際には「また必ず戻ってきます」と挨拶して
いる13）。しかし愛生園への就職は両親の強い反対で断念せざるを得ず、翌昭和19年（30歳）東京女
子医専を首席で卒業し、東京大学医学部精神医学教室に入局し、精神科医となる13）。
昭和21年（32歳）東京大学理学部植物学科講師の神谷宣郎と結婚し、神谷美恵子となる14）。二人
の男児が生まれ、暫くは子育てに専念する12）。昭和30年（41歳）子宮ガンが発見され、再び死を覚
悟する。その時、「やりたいことをやらずに死ぬ」無念の涙を流したという。しかしラジウム照射が
奏効し治癒する。その思いを悟った夫宣郎から「らいをやったらいいじゃないか」と言われ、夫に
感謝し人生の最大の目標だった「らい病」の患者のための仕事を始める事にした14）。当時芦屋に住
んでいたが、昭和32年（43歳）学生時代臨床実習をし、ここのらい病患者のために仕事していきた
いと考え続けていた岡山県の離島にあるらい療養所「長島愛生園」の精神科非常勤医師に遂になる15）。
正に初志貫徹である。以来、昭和47年（58歳時）まで、15年間に渡ってらい病患者の精神的ケアに
かかわるようになる。これは一種のスピリチュアルケアだった。
昭和33年（44歳）学位論文「らいに関する精神医学的研究」を執筆16）。またジルボーグの『医学
的心理学史』を訳し、みすず書房より出版する16）。この年の暮れ京都へゴッホ展を見に行った際、
「自分の余生を『表現する』という使命に捧げるべき」という『啓示』を受ける16）。この事もあり昭
和34年（45歳）最も生きがいのもてない患者たちに、どのようにして生きがいをもってもらうかと
いう臨床研究から『生きがいについて』の構想を始める16）。そして昭和41年（52歳）畢竟の名著
『生きがいについて』（みすず書房）が出版される17）。スピリチュアリチィの活性化の一面が「生き
がい」を持って生きる事である事を論考している。美智子皇后が皇太子妃時代、精神的に悩まれて
いた際には、話し相手になられ、さりげなく支えられたという。これも一種のスピリチュアルケア
だった。神谷は「頭の先から爪先まで優しさの詰まった方だった」1）という。溢れる慈愛によって
苦しんでいる人を癒す事のできた聖女のような精神科医だった。
昭和38年（49歳）兄陽一の紹介で、ミッシェル・フーコーに会い17）、強い影響を受ける。昭和44
年（55歳）訳書フーコー著『臨床医学の誕生』（みすず書房）18）、翌年にも訳本フーコー著『神経疾
患と心理学』（みすず書房）を出版し18）、精神医学界に大きな影響を与える。
昭和40年（51歳）スイスの精神医学誌「コンフィニア」にヴァージニア・ウルフの病跡「ヴァー
ジニア・ウルフの病誌素描（“Virginia Woolf―An Outline of a Study on her Personality,Illness and
Work”）を発表17）」している。当時、神谷はヴァージニア・ウルフを知り、その人生、精神性、作品
に強く共鳴し、自身の人生と重ね合わせ、運命的な出会いの糸を手繰り寄せるように調査・研究を
始める。実際に英国の生地を訪ね、夫レナド・ウルフにも面談し、以後生涯に渡って交流・研究を
続けている18）。
この後も、湧き上がる強い思いから次々に著作が生まれ「神谷美恵子著作集全10巻・別冊1巻・補
巻1巻」が刊行されるまでになる。夫には「自分の中に鬼がいて、その鬼が云わせる」と話している。
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鬼が云うとは、正に「魂」から発する言葉と言う事である。1971年（57歳時）初めて狭心症発作を
起こす18）。以後、狭心症発作、TIAなどのために17回入退院を繰り返す19）20）。しかしそのような生命
危機を与えるような病気に対しても怯む事無く、著述活動を続ける。昭和53年（64歳）『みすず』誌
に「ヴァージニア・ウルフ病跡のおぼえがき」を連載する16）。昭和54年10月22日心臓発作を起こし、
岡崎市立病院で亡くなる。『ヴァージニア・ウルフの病跡』は未完のままの死であった。享年65歳だ
った20）。
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